6-6. 肺癌切除例における長期間歇化学療法・効果(昭和45年度(1970)千葉大学医学部公開講座抄録集) by 小山,明
89 昭和初年度 (1970)千葉大学医学部公開講座抄録集 
悪性細胞の形態学的差異は，ある程度の変性を伴った段 
階で増幅され，これが細胞診にとって好条件となること
が考えられる。 
6-5. 制癌剤の持続注入療法
藤本 茂(ー外)
胃癌 31症例に対して術前に右胃大網動脈に po1y-
ethy1ene tubeを挿入し，それを介して制癌剤 Metho-
trexateあるいは Vinb1astineをinfusionpumpによ
り持続的に注入した。注入時間は 3"， 4時間/回であり，
これを術前に 2"， 4回行なう。 Methotraxate投与群 
17例に本剤を総量 75"， 125mg投与するとともに， an・ 
tidoteである Leucovorin を 27"，51mg投与するこ
とにより，全身的副作用はほとんど認めなかうた。本法
の効果を見るために全例の切除標本より得た b10ckで， 
3H・thymidineの invi tro labelingを行なゥた結果 
(Dipping法)，胃癌組織の DNA合成能が 0かそれに
近い値を得た。 Vinb1astine投与群:14例に本剤を総
量 7.5"， 13mg投与し， antidoteである Ornithine-
aspartate，G1utamateを投与した。本剤は注入時に腹
痛を伴なうが，複合ブスコパンの併用により防止し得
た。本剤投与により胃癌組織には多数の arrested me-
taphaseが見られ，高い抗腫虜性作用が明らかとなっ
た。この metaphaseの率より胃癌細胞の cellcycleの
測定 (5"，30日)が可能である。 
6-6. 肺癌切除例における長期間歌化学療法・効果
小山 明(肺研) 
1) 昭和 38年以降現在までに，千葉大学肺癌研究施設
において切除の行なわれた原発性肺癌患者 84例に，術
後長期間敵化学療法を施行し，その効果を検討した。本
法施行例の術後 5年生存率は 47%と良好であり，術前
後のみに抗癌剤の投与に行なった群，および抗癌剤非投
与群の術後 5年生存率の 14%，17%と比べて，明らか
に予後の改善がみられた。特に姑息的切除例においてそ
期といIV，.111また臨床病期のの効果が著明であり，
った進行癌にも有効であることから，本法は臨床的にき
わめて有用と考える。なお投与時期，投与回数，投与期
間などについても検討を行なった。 
2) 動物実験により本法の効果を検討した。担癌動物の
平均生存日数， 50%生存日数，腫蕩細胞数の推移および
形態学的変化，剖検所見，各種臓器の病理学的変化など
の検索より，本法が効果および副作用の両面から有効で
あることを示した。 
3) 非切除例 13例にも本法を試みたが， 2年以上生存 
4例， 1年以上生存 4例と比較的良好な成績を示してい
るので，さらに検討を加えたい。
6-7. 制癌剤の肺癌および肺組織に及ぼす影響
大和田英美(肺研)
肺癌研究施設でBleomycinを投与後に手術的に摘出
した肺癌例，マウス移植癌およびラットにBleomycin
を投与した例の癌組織，肺組織を病理組織学的に検索す
ると，腫虜基質に接する癌細胞には脂肪変性，核の空胞
変性， DNAの減少，核小体の変性像，原形質の RNA
の減少， alkaline phosphatase，acid phosphatase，コ
ハク酸脱水素酵素活性の低下がみられ，さらに高度な変
化として，基質の小血管を中心にした小壊死巣が多発し
ている。
基質の小血管では血管壁の粗緊化，弾力線維の断裂，
血管壁の adenosinediphosphatase (ADP ase)，ade-
nosine triphosphatase活性の低下，内皮細胞の 3H・ 
Thymidineのとり込みの低下がみられる。肺組織では，
肥厚した肺胞壁には単核の細胞の増生と毛細血管の拡
張，肥貯細胞の増生，酸性粘液多糖類の増加， ADP ase 
活性の増強，肺胞壁の弾力線維の不規則な増生巣と断裂
巣がみられる。
以上の所見から，腫蕩基質の小血管を中心にして退行
性変性，さらに壊死が惹起され，また肺組織では線維化
への過程が示唆される。
〔終わりに〕
本日は，基礎の方に 3名，臨床の方に 4名の話題提供
者を中心に活発なご討議をしていただき，はなはだ実り
のあるシンポ少ウムをもつことができたことを大変うれ
しく思っております。お聞きになりましたように，制癌
剤の作用機序というものについてもなお，未整理の分野
がはなはだ広く，したがいまして，これらの臨床上の使
用法ということになりますと，さらに最も適切な使用法
というものは，ある種の薬剤に限定しでも定められてい
るとはいえません。ただ，病理の方からお話のありまし
たように，形態学的にみた抗癌剤の効果というものは，
ある種の薬剤では，放射線療法とはなはだ類似の所見を
現わしているとのご教示があり，これから先の実際面へ
の応用についてひとつの示唆を与えているかとも考えま
す。これから先も基礎的な研究方法を臨床にたずさわる
者が考え，臨床面の事象に対する基礎領域の研究者の注
目が必要のように思われます。ありがとうございまし
た。
